


　　　　　　　　しんり幼稚園囲碁授業カリキュラム　　日本棋院　棋士　水間俊文八段

☆囲碁授業の理念と指導にあたっての注意点
囲碁を学ぶことにより「礼儀」「ルールを守る心」「コミュニケーション力」「思考力」
「集中力」「好奇心」「向上心」「レジリエンス（回復力・くじけない心）」などを養う。
先生は子供たちの試合と成長を見守り「ルール違反」をした時だけやさしく注意する。
習っていない高度な指導は不要で生徒が自ら学び発見する楽しさを体験できるように促す。

一日目
0945～0947
あいさつ

0947～0955
使う道具の説明：碁盤と碁石（碁盤は地図で道路が走っている）
ルール1：黒白交代で線（道路）と線が交わった交点に置く
※数字は石を置いた順番を表す[image: ]
※線と線が交わっている所ならどこに置いても良い
※一度置いた石は動かせない
※白2のようは「端っこ」や黒3のような「角」でも良い


0955～1005
ルール1を使って10分練習
※黒白はジャンケンで決める
※黒からはじめる
※勝ち負けはないので順番を守ることとキチッと交点におくことを心掛けてもらう
※石を盤に埋め尽くしたら終わりで次のゲームへ

1005～1010
[image: ]ルール2：同じ色の石は縦か横の線でつながると仲間になる（黒□）
※ナナメの石はつながっていない（黒△）
※つながっていなければならないわけではない
※黒△は一人でがんばっている
※練習している子供の盤の石から仲間を見つけてもらう


1010～1020
ルール1・2を意識して10分練習
※「黒の仲間」「白の仲間」「黒の一人でがんばっている石」「白の一人でがんばっている石」を見分ける
[image: ]※盤に石を埋め尽くしたら終わり
※1～12までのような進行なら黒石はすべてつながっている石で白はすべて一人ずつでがんばっている石
※つながっている仲間の石とつながっていない一人の石を見分けることが大切

1020～1025
ルール3：線の出ていない石は取れる・1本でも線が出ていれば生き残れる
※白○は上下左右に4本の線が出ている[image: ]
※白□は上下左に3本の線が出ている
※白△は右と下に2本の線が出ている
※線が出ていれば盤の中に生き残れる
※盤の端から先へは線が出ていない点に注意
　　　　↓
[image: ]
※白の敵である黒に白から出ている全ての線をふさがれると盤の中にいられなくなって…



　　　　↓
※白石は黒の人に[image: ]取られる
※線の出ていない石を見つけた時点で盤の中から取り除く（できれば黒の人が取り除く）
※取った石は大切な「得点」になるのでフタに入れるなどして分かるようにしておく

[image: ]

※白○は2個、白△は3個、白□は4個でつながった仲間だが…



　　　↓
[image: ]
※つながった白の仲間から出ている線をすべて黒にふさがれると…
※白△や白□は盤の端から先に線が出ていない点に注意
※オセロとの相違点に注意


↓
[image: ]
※仲間すべてがいっぺんに盤から取り除かれる
※石のつながりと出ている線が「ある」のか「無い」のかを見分ける


1025～1040
ルール1・2・3を使って15分練習
※盤上に生き残れる石と線が出ていない取られる石があることに「気付く」ことが大切！
※石を置きたい所が無くなったと二人が思ったら「終わり」でそれぞれが取った石の数を数える（終局は厳密でなくても構わず、石を数える作業が大切）
※勝ち負けは無くルール通りにゲームができれば成功（二人が勝者）
※先生は線の出ていない石を取り忘れている場合に以下の手順で指摘する
①　「線の出ていない石がいるよ」と二人に問いかける
②　①で気付かない場合は「このあたりにいないかな～？」と問いかける
③　②でも気付かない場合は「この石から線は出ているかな？」と指し示す
[image: ]④　③でも分からない場合は「この石は線が出ていないよね？」と線が出ていないことを指し示し取っている人に石を取ってもらう（先生が石を取ってはいけません）
※白から白１や△や□へ飛び込んで「取られにいく」ことがありますが「まだ」ルール違反ではないのでそのまま取り除いてください
※その際に先生は「黒さんにプレゼントだね♪」とでも言うと肯定的で良く、間違っても「そこに打ってはダメ」「取られるだけで損」と否定してはいけません
1040～1045
おかたづけと終わりのあいさつ
※下記の囲碁体操一番「並び」をできると嬉しいです
※振りつけとメロディーを要相談（水間には運動神経と音感がありません…）
※囲碁授業一回につき一つずつ増やしていければと思います
※二回目以降は囲碁授業の最初に復習と新しい体操の追加をできればと思います
※段ボールなどで足元に五路盤を置けるとステップが踏みやすいと思うので要相談
※二「一間」と三「コスミ」の順番は要相談
☆囲碁体操
一「並び」
前へ並び
後ろへ並び
右へ並び
左へ並び

二「一間（いっけん）」
前に一間
後ろへ一間
右へ一間
左へ一間

三「コスミ」
右ナナメ前へコスミ
左ナナメ前へコスミ
右ナナメ後ろへコスミ
左ナナメ後ろへコスミ

四「ケイマ」
右ナナメ前へケイマ
左ナナメ前へケイマ
右ナナメ後ろへケイマ
左ナナメ後ろへケイマ
右ナナメ横の前へケイマ
左ナナメ横の前へケイマ
右ナナメ横の後ろへケイマ
左ナナメ横の後ろへケイマ
[image: ]
※真ん中に立っている黒石が自分


[image: ]
※△が「並び」
※自分の真隣りでしっかりとつながっている場所

[image: ]
※□が「一間」
※自分から一つ間を空けて進む

[image: ]
※○が「コスミ」
※ナナメに進む形で漢字では「尖」と書きナナメに突き出すイメージ

[image: ]
※×が「ケイマ」で将棋の桂馬の動き
※ナナメに一つ空けて進む形で八か所あるのが特徴

[image: ]

※全て合わせるとこのような感じです
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